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寄付金額内訳

年度2025

万代基金
56.8%0.4%

高等部PS講堂
パイプオルガン募金

0.6%

間島記念館
青山学院ミュージアム募金

大学スポーツ活動・
文化活動支援
大学スポーツ活動・
文化活動支援

12.0%

26.1%

研究等への指定寄付・
研究助成金

理工FUTURE

4.0%

2025年度のご寄付の状況をご報告いたします。
あたたかいご支援ありがとうございます。

ご芳名は
こちらからご確認
できます▼

寄付金額
総 額 17億2,444万3,484円



皆さまからのご寄付が青山学院を支えています

各学校の取組について紹介します。

万代基金

幼稚園 初等部

奨学金

高等部

イギリスカンタベリーの
ケントカレッジにおいて、
24名の児童が、現地で
各国の児童生徒と交流
を深めながら英語学習
を含めた演劇の勉強を
行うことができました。

奨学金を受給させていただいた
おかげで学費納入が可能になり、
心に余裕ができました。
奨学金のおかげで学業を続けら
れたように、次世代の金銭的余
裕がなく困っている学生に学業
を諦めて欲しくないので、将来
は自分も寄付をしたいです。

経済学部４年

その他奨学金受給学生の
インタビューはこちらから

● 学費を賄うため、
  貸与奨学金を利用しながら
  週４日・月９万円以上のアルバイト
● 学費納入の不安で
  かなりの焦りを感じていた

中等部

9億7,964万3,885円

イタリアにある姉妹校の
クレスピ校に生徒６名が
約２週間留学し、バディの
生徒の家庭でホームステ
イを経験しました。クレス
ピ校の日本語の授業でア
シスタントをしたり、英語でさまざまな授業に参加した
りしたほか、ホストファミリーと充実した時間を過ごし、
異文化や多様性への理解を深めるとともに、語学学習
の意欲を高める機会となりました。

梨花女子大附属中学校
の生徒20名をお迎えし
ました。隔年で実施して
いる相互交流の一環で
あり、昨年韓国訪問で交
流を深めたバディと再
会し、礼拝や昼食を共にしながら親睦を深めました。
ホームビジットを実施し、浅草訪問や野球観戦など
各家庭で工夫を凝らした交流が行われました。

ホールを活用してより充
実した保育を行うため、
音響設備（スピーカー）
を増設しました。毎月のお
誕生日会や式典、講演
会など各種行事を開催
する際、ホール全体に明瞭に音が行き届くようになり、
より快適に行事を行える環境が整いました。

350名に総額
1億6,922万円を支給



大学スポーツ応援タオル
キャンペーン

1031件

理工FUTURE

陸上競技部（長距離ブロック） 
第102回東京箱根間往復大学駅伝競走で
9回目の総合優勝を果たし

東都リーグ戦6季連続18度目の優勝！さらに、

硬式野球部 

理工学部の女性比率向上に向け、公益財団法
人 山田進太郎D&I 財団によるツアー型プロ
グラム「Girls Meet STEM」に協力しています。
中高生女子がSTEM分野の現場や人に触れ、
「好き」や「やってみたい」を見つける機会を提供
する企画です。本企画は理工学部の女子学生の
協力のもと運営され、皆さまのご支援により充実
した内容となっています。理工学部の発展に向け、
今後さらにご支援の活用の幅を広げていきます。

2億705万8,34 4円

6,977万7,9 9 9円

大学スポーツ活動・文化活動支援大学スポーツ活動・文化活動支援

3連覇を達成
第56回
明治神宮大会優勝寄付件数

@月刊陸上競技

青山学院のすべての人たちに「創ること
で学ぶ」機会を提供し、世代や分野を
超えてSTEAMを軸としたプロジェクト
に取り組む機会を提供しています。3D
プリンターやレーザー加工機など、多彩な
工作機器を備えていて、授業のみにとど
まらず、外部イベントの開催により学院
外利用も拡大し、社会貢献の裾野が広
がりました。

創って学ぶ「つくまなラボ」 理工FUTUREスタート！

研究等への指定寄付・
研究助成金
4億5,0 5 9万513円

年間利用者数 5028名


